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従来の円本の医療や福祉では，最大の効米でないよ  

うな方策を選択して薯用を削減するということは倫理  

に反するものとされ，医療。福利二政策に関する経済的  

な視一古からの評価はほとんど行われてこなかった．し  

かし近年，医療薯の急速な高騰が大きな社会問題とし  

て取りざたされている．そのl二1lで円本の医療保険制度  

改革により2003年4月より保険加入者本人の医療署  

員担が3割となり，医療背負担がこれまで以上に家計  

に重くのしかかることは容易に了・想される．また，祇  

祉に目をl古‖ナても年余問題や介護保険制度などl室lの立  

場，個人の立場どちらから見ても多くの経済的問題を  

学んでいる．したがってこれらの問題に立ち向かうと  

き，経済的評価は必要不吋欠なものとなりつつある急  

務となっている．ただし，考慮すべきIiり題はただ闇雲  

に賓用を減らせばよいというものではなく，例えば医  

療従事者側の立場から言うと「最良の医療」を「最小  

の習用」で提供することが求められる．つまり賀J二＝対  

効果もしくは習用対便益の良い方策の提供が求められ  

るわけである．このように得られる利得を通してその  

ブナ策の経済性の評価が行われる．   

また，慢性的な扶病や高齢者の介護問題丘どを対象  

にする場合，方策を考慮すべき期間は長期間で、あり，  

さらに期間l二いに健康状態は時々刻々と変化し，健康状  

態などに応じてさまぎまな賀川が継続的に必要となる．  

したがって，比較的短期聞で行われる臨床試験などか  

らのデータに基づいた判断だけでは不l▲分である場合  

が多い．このような問題に対処するために，考慮すべ  

きl牲趨を客観的にモデル化し，さまざまなパラメータ  

を与えた卜で最適な方策を軌案するオペレーション  

ズ。リサーチ的なアプローチが注臼されている．   

本特集では，医療と福祉における経済分析について，  

第一徹でご活躍されているソナ々に医醸。福祉の経済分  

析に関するいくつかの視．・∴くからご寄稿いただいた．   

まずl1本大学のl二1神先生にはl窓際経済分析の概論を  

まとめていただいた．医療制度の現状と医療制度の抱  

えているl‡り題をまとめ，それらをどのように分析。評  
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価していくかという視′・さ弐から論じていただいた．次に，  

東北大学の関田光三I三には，l矢療福祉経済分析とORの  

かかわりについて， いくつかの事例から論じていただ  

いた．関田先生は本学会で長く福祉1！二り題と0Ⅰミの関係  

について研究されている．慶應義塾大半の池l三tl光年に  

は経済評価のためのモデル分析についてその意義と方  

法を詳述いただき，さらに典型的な症例を什巨－て詳細  

に分析いただいた．続いてクレコンリサーチ＆コン  

サルティング㈱の小林氏には，モデル分析を実際にど  

のように行うかを計算機環境の面から紺介いただいた．  

医療l甘題では各状態で考慮すべき事項が多いため，専  

川のソフトウェアが分析の強力な後ろ盾となる．最後  

にグラクソ。スミスクライン㈱の荒川氏にはl矢療経済  

のコンサルタントの立場から医療経済分析の現状につ  

いてご紺介いただいた．諸外匡けはすでに医癖の経済  

評価が広く行われているが，卜1本においては今まさに  

始まったばかりであり，その実施においては解決すべ  

きさまざまな問題を学んでいることがお分かりいただ  

けると思、う．   

本特集をご一読いただき，医療や福祉の経済評価で  

対象としている関越に対して，オペレーションズ。リ  

サーチもしくは経営科学の諸手法が広く適川可能であ  

り，医瞭。福祉l汀】題がオペレーションズ。リサーチ研  

究の有望な応川分野であると感じていただければ幸甚  

である．   

本特集では医療。福祉経済分析を概観することを主  

眼とした．したがって，医焼。福祉経済分湘を網羅し  

ているわけではない．今後機会があれば，データ収集  

のためのメタ。アナリシスやQOL（Quality of  

Life）の考えソjなど今回の特集では取l）上げることが  

できなかった詔題につい ても．取り－卜げたい．  
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